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1983 年から光触媒の研究を
行っており、これまでに用途に
応じた各種高性能光触媒の開発
を行うとともに、さまざまな用
途開発を行ってきました。光触
媒は環境浄化の切り札の 1 つ
として大きな期待を浴びなが
ら、これまで室内での効果が充
分に得られなかったため光触媒
製品の市場が伸び悩んでいまし
たが、今回の新型光触媒の開発
により１兆円市場の実現を目指
しています。

をアクリル樹脂バインダーでガラス板に塗布し
た試料を用いて、JIS試験法に準拠しNOガス

（1 ppm）を常時流し、浄化効果を調べたところ、
紫外線の光照射によりNO濃度が急激に減少し
て約90 ％という高い除去率が得られました。
そして、光照射を停止すると光触媒の反応が止
まり、NOガス濃度が上昇して元の濃度に戻る
ことも確認できました。
　続いて黄色ブドウ球菌に対する新型光触媒の
抗菌効果を試験したところ、白色蛍光灯の光照
射により黄色ブドウ球菌の菌数が8時間後に10
万分の1近くに減少し、この測定値からの計算
により抗菌活性値が4.8となりました。抗菌活
性値が2.0以上（99 %以上の死滅率）で抗菌効果
があると定義されていますので、今回の数値4.8
は新型光触媒が優れた抗菌効果を有しているこ
とを示しています。
　以上のように、可視光で働く光触媒が開発さ
れたことにより、抗菌防かび、脱臭、大気浄化、
水質浄化、防汚などへの応用が今後大きく進展
するものと期待されます。

今後の展開 
　新型光触媒は、（株）ナノウェイヴにより特許
が実施され、これまで効果が得られにくかった
タクシーなどの車内や喫煙室などの室内への施
工も行われるなど、幅広い普及が期待されてい
ます。また、産総研では現在、新たな応用展開
の可能性も検討しています。

低コストの可視光応答型光触媒を開発
繊維や紙、プラスチックにも使用可能

可視光応答型光触媒の開発
　脱臭や抗菌効果に優れ、繊維やプラスチック、
紙などに使用でき、色が黄ばんで見えず、汎用
性の高い高性能かつ実用的な可視光応答型光触
媒（新型光触媒）を開発しました。安価で安全な
酸化チタン、アパタイト、鉄を効果的に組み合
わせたもので、光触媒スラリー 1 kg当たり数千
円レベルという低価格で供給できる見通しです。

可視光応答型光触媒の性能と応用
　新型光触媒は、揮発性有機化合物（VOC）の
1種であるアセトアルデヒドの分解性能が、こ
れまでの光触媒に比べて、蛍光灯の光に対し
て5.9倍向上し、可視光だけではなく、紫外線
による分解性能も大きく向上しました。また、
アセトアルデヒドが完全に酸化分解されて二
酸化炭素と水になることが確認されました。
　新型光触媒は表面が光触媒活性をもたない
アパタイトで部分的に覆われているため、有
機系基材の分解が抑えられ、繊維やプラスチッ
ク、紙などにも適用できます。新型光触媒を
樹脂に混ぜ、カーボンアークランプ照射によ
る樹脂の耐久性（劣化）試験を行った結果、新
型光触媒を混ぜた場合は、樹脂の重量減少率
は小さく、樹脂劣化が5分の1以下に抑えられ
ました。
　アパタイトは、細菌や悪臭、NOxなどを吸
着するため、抗菌や脱臭、大気浄化などに対し
ても優れた効果が得られます。この新型光触媒

関連情報：
● 共同研究者

藤田 和朋（岐阜県産業技術
センター）、田中 義身（名
古屋産業科学研究所）、後
藤 直子、齋藤 沙織、大橋 
良美（科学技術振興機構）、
西尾 是伸、今津 隆二（積
水樹脂株式会社）、濱川 康
彦、山本 喜正（株式会社積
水樹脂技術研究所）

● 参考文献 

垰田 博史：トコトンやさし
い光触媒の本（日刊工業新
聞社）

● プレス発表

2009 年 3 月 30 日「繊維
やプラスチックなどに使用
可能な低コストの可視光応
答型光触媒を開発」

● 独 立行 政 法 人 科 学 技
術振興機構（JST）のイノ
ベーションプラザ東海にお
ける実用化のための育成研
究「可視光応答高機能マス
クメロン型光触媒とその応
用住宅部材の開発に関する
研究（平成 18 ～ 20 年度）」
による支援を受けて研究開
発を行いました。

新型光触媒の模式図（左）と表面の電子顕微鏡写真（右）




